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　子どもたちが成長して送迎等がなくなり週末に「自分時間」ができるようになりました。
初めは今までゆっくりできなかった片付け（模様替えも）をしていたのですが、それが終わ
ると「さて、私は何が好きだったかな」と考えるように。「ここに行ってみたい」「これをやっ
てみたい」思いつくままに手帳に書いて実践した1年。とてもよかったです。思うだけでな
く「書く」という作業が大事。時間が経っても思い出すことができるから。新入生の皆さん
にも「どんな大学生活を送りたいか」を考えてもらい充実した大学生活を送ってほしいです。
※慶弔事以外で昼からビールが飲んでみたかったを実現しました！（SHIMO）

編集後記編集後記

たすけあいアンケートより

「加入時は想像
もしていなかっ

たことが身に

起こったとき、自
分の支えになって

くれる制度や

大人の存在にとて
も感謝しました。

」

（アルバイト中の
ケガ。　入院 2日

　通院 7日　

手術 1回　共済金
84,000 円 )

1月のお支払い状況

お支払い金額

7,970,000円

病気入院 11件
病気手術 3件
事故入院 2件
事故手術 2件
事故通院 10件
こころの早期対応保障 2件
親扶養者死亡 2件
扶養者事故死亡 1件

　　　計  33件

＊G１２００コース加入者の
お支払い件数を掲載して
います。

REPセッション＃7

● 総代が組合員から集めてきた意見・要望を、生協職員・学生委員会に直接届ける場所を設けること。
● 総代・職員間の隔たりをなくし、総代が生協に深く関わっている人達とより気軽に話せるようにして、総代活動を活発
化させること。

開催日時：1月21日（火）　18：30～20：30　 場所：大学会館2階Scorum
参加人数：計40名（総代14名・学生委員会22名・生協職員4名）

開催目的開催目的

● 受験生が抱える問題点から生じる不安
やストレスをできるだけ解消し、試験
にリラックスした状態で集中して臨ん
でもらうこと。

● 受験生に今までの準備・対策が無駄に
ならないように、悔いの残らない受験
にしてもらうこと。

目的目的

　今回は、たびshopの取り組みを中心に「本当に行きたい
旅行って何だろう」をテーマに話し合いました。開催後のア
ンケートでは、「たびshopで思ったよりも多くのことがで
きると知り驚いた。」との声もあり、今後のたびshop利用
のきっかけになったのではないかと思います。
　また、11月に開催した総代企画「謎解きスタンプラリー」
の報告も行いました。今年度は総代の希望を強く反映した企
画にまとめられよかったです。

　今回のREPセッションで今年度の活動は最後です
が、年間を通して反省点を踏まえて良い活動を行うこ
とができていたのではないかと思います。また、活動
報告を生協職員に聞いてもらうことで、総代と生協職
員との交流、意見を交換する時間が充実しました。
　会を重ねるごとに参加する総代の人数が減ってし
まったことについては来年度に改善をしていきたいと
考えています。最後に、今年度参加してくださった
方々に感謝いたします。

生協学生委員会　人文社会科学部2年　今本優花

●旅のこと以外にも色々と行っ
ていることを知れてとても面
白いと思いました。
●博物館巡りができるプランが
欲しいです。
●リモートをやってから実際に
その場に行けるプランがある
ことにびっくりしました。

総代感想

開催日時：2月25日（火）　7：40～14：15　
場　　所：弘前大学文京町キャンパス、本町キャンパス（医学部医学科受験会場の弘前高校）、JR弘前駅周辺（弘南

バス乗り場付近、ホテルルートイン前、ホテル東横イン前）、弘前大学札幌地区試験場（札幌コンベンショ
ンセンター）、弘前大学仙台地区試験場（TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口）

　一般選抜における受験生対応では、受験当日の各場所での応援・誘導活動に加え、弘前地区試験場（文京町キャンパス、
本町キャンパス）で、メッセージカード付きのポケットティッシュを配布しました。メッセージカードは学生委員会メン
バーだけでなく、組合員の皆さんにも記入してもらい、たくさんの受験生に応援メッセージを届けることができました。ま
た、一般選抜に先立ち、学生委員会のSNSで、試験会場を喚起する内容や試験当日のアドバイスなどをまとめた投稿を行
いました。私たちの活動を通して、受験生が少しでもリラックスした状態で試験に臨むことができたのであれば幸いです。

生協学生委員会　教育学部2年　横山萌

受験生応援（学生委員会）
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（上）ガイダンスの様子
（左）合格体験記
（上）ガイダンスの様子
（左）合格体験記

　今年もいよいよ試験シーズンが始まりました。国家公務員
試験の申込は、少し複雑なところもあり、毎年質問が多く出
ます。ガイダンスでは、4年生の合格サポーターが、自身の
経験・失敗談も踏まえての「しくじり先輩」を後輩たちに紹
介してくれました。先輩の実体験から得た教訓が、きっと後
輩たちに届いたことでしょう。
　試験地を考えるにあたっては先輩たちの合格までの道のり
をまとめた、「合格体験記」が役立ちます。試験日はいつ頃
で、試験会場はどこか、移動日はどんなスケジュールになる
のか…。先輩たちの情報をもとにみんなで予定を見通しまし
た。
　先輩たちの残してくれた財産をフル活用し、合格を目指し
ます。

第1号議案　第64回通常総代会「組合員活動の時間」

協議事項

議決事項

第3号議案　医学部地区の物件購入

第4号議案　2024年度決算見込み

第6号議案　2025年度店舗方針・予算案

第5号議案　2025年度投資計画（予算）の一部決定2

第7号議案　ハラスメントの防止に関する規定の改定

第8号議案　弘前大学への寄附

第2号議案　メニュー価格追加改定と対応

　コメ価格の高騰により3/31より追加のメニュー価格の改定があることを受け、可能な限り学生の経済的な負担を減
らせるよう、ミール・電子マネーでの利用者へポイントで還元することとしました。同時に非組合員の利用者に対しては
生協加入を促します。価格改定の告知およびポイント還元の方法・詳細については準備ができ次第告知を開始します。

　第3号議案から第8号議案について、全会一致で可決承認されました。

2024年度 第7回理事会報告2024年度 第7回理事会報告
2月20日開催

次回は4月17日（木）予定

詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。

4. 新学期の状況

報告事項

　当日は地方の食ブースの出汁に興味を持って参加して
くれる方がほとんどでした。初日は出汁を飲んだ流れ
で、他のブースも回ってくれる人が多かったのですが、
2日目以降は出汁だけを飲んで帰ってしまう人が多かっ
たです。次回以降ブース形式でやるのであれば、全ブー
スに興味を持ってもらえるような工夫が必要だと感じま
した。

　今回5ブースに分けて食企画を行うという新しい試みをしましたが、5ブースにした
ことにより、いろいろな目線から食に触れることができる内容になっていて、食育活動
として良い企画であったのではないかと思います。

生協学生委員会　人文社会科学部2年　山名来実

　新入生サポートセンターは新入生が入学準備をスムーズにできるように、
また充実した大学生活を考えてもらうために大学生活アドバイザーが経験と
知識を踏まえてサポートするところです。
　2月9日（日）より2025年度新入生向けのサポートセンターを開設し春
から研修を受けていた学生が「大学生活アドバイザー」の先輩学生としてデ
ビュー。自身の経験を伝えることや知識やマナーを学び、大学生活アドバイ
ザーも成長できる場です。新入生や保護者さまはもちろん、これからも学生
の成長をサポートしていきます。

国家公務員採用試験エントリー　いよいよ！
2月7日（金）２次試験対策ガイダンス&国家公務員採用試験エントリー説明会　88名参加！

2026受験対応　公務員試験対策本講座が始まります。
ガイダンス4/15（火）、4/23（水） 詳細は弘前大学生協ホームページをチェック

食生活応援フェス（学生委員会）食生活応援フェス（学生委員会）

　2/9より、総合型選抜の合格者向け新入生サポートセ
ンターの営業が始まりました。今後一般前期受験時の応
援、合格後の入学・大学生活準備等で新入生を迎えます。

　テーマについて佐々木理事より提案があり協議しました。「お金の使い方」、「情報の使い方」などから、「お金」という
大きな枠組みだと散漫になるので、1年生でも話しやすい話題に絞ることで活発化するのではとの意見がありました。ア
ルバイトや学生時代にかかる様々な出費など、出された意見から継続して検討します。

公 務 員 試 験 対 策 講 座

① 組合員の普段の食生活を見直すきっかけを提供する。
② 組合員に食に関して知ってもらい、食の魅力を感じ
てもらう。

③ この企画を機に組合員の食に対する関心を高める。

開催期間：1月22日（水）～24日（金）　17：30～19：00　 場所：食堂Horest内多目的A
参加者数：対面企画73名　クイズ64名

開催
目的
開催
目的

新入生サポートセンター開設
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　当日は地方の食ブースの出汁に興味を持って参加して
くれる方がほとんどでした。初日は出汁を飲んだ流れ
で、他のブースも回ってくれる人が多かったのですが、
2日目以降は出汁だけを飲んで帰ってしまう人が多かっ
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ンターの営業が始まりました。今後一般前期受験時の応
援、合格後の入学・大学生活準備等で新入生を迎えます。
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① 組合員の普段の食生活を見直すきっかけを提供する。
② 組合員に食に関して知ってもらい、食の魅力を感じ
てもらう。
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開催期間：1月22日（水）～24日（金）　17：30～19：00　 場所：食堂Horest内多目的A
参加者数：対面企画73名　クイズ64名

開催
目的
開催
目的

新入生サポートセンター開設

【参加者感想】
自分の野菜に対する理解が足りなかったなと認識できま
した。実際に食べたり、測定することで楽しく食を学べ
るいい機会だと思いました。
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方々に感謝いたします。

生協学生委員会　人文社会科学部2年　今本優花

●旅のこと以外にも色々と行っ
ていることを知れてとても面
白いと思いました。
●博物館巡りができるプランが
欲しいです。
●リモートをやってから実際に
その場に行けるプランがある
ことにびっくりしました。

総代感想

開催日時：2月25日（火）　7：40～14：15　
場　　所：弘前大学文京町キャンパス、本町キャンパス（医学部医学科受験会場の弘前高校）、JR弘前駅周辺（弘南

バス乗り場付近、ホテルルートイン前、ホテル東横イン前）、弘前大学札幌地区試験場（札幌コンベンショ
ンセンター）、弘前大学仙台地区試験場（TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口）

　一般選抜における受験生対応では、受験当日の各場所での応援・誘導活動に加え、弘前地区試験場（文京町キャンパス、
本町キャンパス）で、メッセージカード付きのポケットティッシュを配布しました。メッセージカードは学生委員会メン
バーだけでなく、組合員の皆さんにも記入してもらい、たくさんの受験生に応援メッセージを届けることができました。ま
た、一般選抜に先立ち、学生委員会のSNSで、試験会場を喚起する内容や試験当日のアドバイスなどをまとめた投稿を行
いました。私たちの活動を通して、受験生が少しでもリラックスした状態で試験に臨むことができたのであれば幸いです。

生協学生委員会　教育学部2年　横山萌

受験生応援（学生委員会）
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弘前大学生活協同組合のホームページは、「弘前大学生協」で検索！
1ヶ月に１回発行。弘前大学生協の活動をお知らせいたします。
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